
信州大学工学部
流域治水研究センターの活動

信州大学工学部水環境・土木工学科

教授 吉谷純一

1

資料６



信州大学工学部

令和6年5月信州大学工学部に
「流域治水研究センター」設立
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流域治水研究センター

水環境・土木工学科が運営
情報システム科教員も参加

信州大学
地域防災減災セ
ンター
・洪水
・地震
・火山
・土砂
・・・

社
会
貢
献

教
育

千曲川流域治水
信濃川水系（信濃川上流）流域治
水協議会（行政機関）

長野県
など

千曲川
流域自
治体など

住民・企業
など

貢献 ニーズ把握

令和6.1.31開催の流域治水協議会にて、センター設立を口頭通知し、防災・ラジオ工作教室ちらし配布
令和6.5.13開催の減災協議会・流域治水協議会にて、令和6年９月のセンター設立イベント告知

流域治水研究センターの
活動方針
• 行政がすぐに実施しな
いが重要な事項

• 地元（特に自治体）に
貢献する事項

• 信大外から各分野の専
門家を集める

• 被災直後始まったが惜
しくも減退した研究



活動１：一般向け参加無料の講演会・シンポジウム開催
（年8回程度、毎回全国各地からオンラインで300名程度参加）
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流域治水研究センター設立記念シンポジウム。令和6年9月

同時通訳付き「極端降水・極端洪水
に関する国際シンポジウム」、米国の先
端技術を紹介、2023年4月27日

2023年10月31日,11月1日

治水One Nagano取組を全国に発信



上流域からの
受入れなし

水田への降雨を一次
的に貯留し遅延させ
河川に流出

http://www.waterworks.jp/vol24/page2.html

上流（集水域）の降雨がため池に流入
ダムと同様に調節可能

本川や支川からの
受入れなし、
遊水地ではない

田んぼダム ため池低水管理

01-4

土木、農学で田んぼダムを「遊水地化」すべきとの少数の意見あり



活動２：想定最大規模洪水を極力正確に推定する
カリフォルニア大学デービス校M.L.Kavvas教授の技術

物理学的推定
空気、水、エネルギーの方程式で追跡計算

風、湿度、地形の影響を加味
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ハリケーン「アイバン」のシミュレーション
に使用したネスティング領域。ノースカロラ
イナ州西部の赤い小さな領域が対象流域

参考：統計学的推定
過去の観測値を外挿

半世紀前は統計ですべてを合理的に
設計できると考えられていた

1000

10

1

統計的手法による極
端洪水推定による米
国の原子力発電所
洪水対策は過大

物理学的手法を採
用しつつある

熊本大学石田桂准教授
元カリフォルニア大学デービス校
信州大学特任准教授

・過去の観測値

雨量(mm)

1/超過確率
（年）

想定最大規模
を1000年確率
で代用



令和元年東日本台風降雨
典型的な台風性豪雨、佐久圏域のごく一部地域で豪雨発生

千曲川
本川流域犀川流域

長野市

飯山市

甲武信ヶ岳

銚子

千曲川流域では佐久圏域の限られた地域
で豪雨発生（典型的な台風性降雨）

令和元年東日本台風（台風第19号）による利根川・江戸川の出水状況について、
令和3年6月29日、関東地方整備局

利根川流域では広域で豪雨発生

利根川
信濃川



大和川

国土交通省(2015)

活動３：国交省レーダXRAINによるゲリラ豪雨の探知

淀川

大
阪
湾

山口ら(2015)

丸印：上空に危険な豪雨のタマゴが存在
赤色：警報 黄色：注意報

地上降雨に先行

六甲山を起点に、赤ちゃん雲・お兄ちゃん雲・
お父さんお母さん雲が連なる様子

3次元表示の重要性

大阪湾
六甲山

ゲリラ豪雨の危険予測

近隣自治体に情報提供

線状降水帯の探知

日本ではまだ実用化されていない

山口弘誠（気象防災専門家）
信州大学工学部 特任准教授
京都大学防災研究所 准教授
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信州大学設置の小型気象レーダによ
る特殊な観測開始

レーダー
中心

高
度

(k
m

)

ある雨雲を対象
に、雲がどのよう
に上空に発達し
ているのかがわ
かります。

右の事例では強
いエコーが高度
7km以上にも発
達している対流
性雲を捉えたも
のです。

立体観測（3次元的な情報）があると、より詳細な雲の発達情報
を知ることが可能。
→予測に利用する手法を開発していきます。

高い渦度を探知すると、自動的にその雨雲
を鉛直観測する観測モードに変更

©日本無線



活動４：長野SDGs地域防災プロジェクト/信州大学工学部実験体験講座

防災・ラジオ工作教室 逃げ遅れゼロ

• 防災無関心層、小学生及び保護
者の取込

• 楽しみながら防災学習
• 防災講義（マイ・タイムライン
作成を宿題に）

• 学習動画作成

工学キャンパスに
設置した小型気象
レーダ（実験局）

信大大学生が生徒を指導2022年防災・ラジオ工作教室


